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「
建
設
国
保
の
育
成
・

強
化
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

で
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
ろ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
た
今
大
会
。　

　

主
催
者
代
表
の
鈴
木
委

員
長
は
、
昨
年
に
担
い
手

３
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年

３
月
以
降
の
公
共
工
事
設

　

皆
さ
ん
、

孫
は
か
わ
い

い
で
し
ょ
う
。

私
に
も
７
人

の
孫
が
い
ま

す
。男
３
人
、

女
４
人
、
下

は
１
歳
で
上

は
20
歳
。
性
格
も
自
由

人
に
内
弁
慶
、
出
た
が

り
と
個
性
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
家
を
訪
ね
る
と

孫
た
ち
は
「
や
ま
ち
ゃ

ん
が
き
た
」
と
大
き
な

声
で
玄
関
に
出
て
き
ま

す
。
孫
た
ち
は
私
の
手

土
産
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
最
近
は
夏
野
菜

を
よ
く
届
け
て
い
ま
す
。

孫
の
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

お
い
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
聞
く
と
、
今
度

は
何
を
作
っ
て
持
っ
て

い
っ
た
ら
喜
ぶ
の
か
考

え
た
り
と
、
孫
と
の
密

か
な
駆
け
引
き
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

１
歳
10
カ
月
に
な
る

孫
は
、
片
言
で
パ
パ
、

マ
ン
マ
、
ジ
ジ
と
喋
る

よ
う
に
な
り
、
こ
ち
ら

が
言
っ
て
い
る
こ
と
も

少
し
ず
つ
理
解
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先

日
携
帯
に
送
ら
れ
て
き

た
動
画
で
は
、
マ
マ
が

尋
ね
た
「
ジ
ジ
の
こ
と

好
き
」
に
孫
が
首
を
縦

に
振
っ
て
答
え
て
お
り
、

そ
の
姿
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

家
族
の
笑
顔
の
た
め

に
毎
日
野
菜
の
世
話
に

励
ん
で
い
ま
す
。
孫
た

ち
の
成
長
を
楽
し
み
に

私
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
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賃
金
引
き
上
げ
を
要
求

要
請
実
現
の
た
め
仲
間
が
団
結

　
６
月
25
日
、
東
京
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
お

い
て
「
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
48
県
連
・
組
合
か
ら
は
2
0
5

８
人
の
仲
間
が
集
結
。
建
労
岡
山
か
ら
も
計
14
人

が
参
加
し
、
来
年
度
の
予
算
確
保
と
、
物
価
高
騰

か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
全
国
の
仲
間

た
ち
と
団
結
し
ま
し
た
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

計
労
務
単
価
が
13
年
連
続

引
き
上
げ
と
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
触
れ
「
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
、
現
行

補
助
水
準
の
確
保
と
拡
充
、

物
価
上
昇
を
上
回
る
大
幅

な
賃
金
・
単
価
の
引
き
上

げ
、
建
設
業
者
の
担
い
手

確
保
と
育
成
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
普
及
促
進
、
イ
ン
ボ
イ

【
和
気
支
部　

秋
房
栄
司
】

　

全
国
か
ら
仲
間
た
ち
が

集
結
し
た
会
場
は
も
の
す

ご
い
熱
気
で
溢
れ
て
お
り
、

来
賓
の
政
治
家
の
方
た
ち

に
も
予
算
確
保
、
賃
上
げ

な
ど
組
合
の
直
面
し
て
い

る
問
題
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
要
求
を
行
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
数
は
力
な

り
を
実
感
で
き
、
仲
間
を

増
や
す
大
切
さ
を
改
め
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
一
人
で
も

多
く
組
合
に
入
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
魅
力
あ
る
組

合
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

一致団結する全国の仲間たち

　

組
合
で
は
、
組
合
三

役
が
中
心
と
な
り
国
保

組
合
の
安
定
運
営
に
向

け
て
地
元
国
会
議
員
要

請
行
動
を
実
施
し
、
地

元
国
会
議
員
に
要
請
書

を
手
渡
し
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
国
保

組
合
へ
の
国
庫
補
助
金

の
現
行
水
準
確
保
や
建

設
国
保
の
育
成
・
強
化

と
安
定
運
営
を
求
め
る

も
の
な
ど
で
、
建
設
国

保
が
安
定
運
営
の
も
と

建
設
業
従
事
者
と
そ
の

家
族
に
最
適
な
医
療
保

険
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
物
価
高
騰
を
踏
ま

え
た
国
民
医
療
へ
の
公

費
助
成
の
拡
充
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

各
議
員
の
皆
さ
ん
は
要

請
書
を
快
く
受
け
取
り

「
組
合
員
や
家
族
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
建
設

国
保
の
安
定
運
営
や
育

成
・
強
化
は
重
要
で
あ

水害への備えを
・天気予報や気象情報のチェック
・非常用持ち出し物の準備
・避難場所や避難経路の確認
・大雨に備えて家の周りの点検整備

る
。
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
」
等
の
回
答
を
し
て
頂

け
ま
し
た
。

　

今
回
要
請
を
行
っ
た
議

員
の
方
は
左
記
の
通
り
で

す
。

　

衆
議
院
議
員

�

逢
沢　

一
郎

�

山
下　

貴
司

�

加
藤　

勝
信

　

参
議
院
議
員

�

小
野
田
紀
美

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ス
制
度
の
見
直
し
や
緩
和

措
置
の
延
長
の
た
め
に
、

全
国
60
万
人
の
団
結
の
力

で
制
度
政
策
予
算
要
求
の

実
現
に
向
け
て
と
も
に
頑

張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

交
渉
団
体
の
決
意
表
明

で
は
渡
邉
副
委
員
長
が

「
全
建
総
連
全
国
60
万
人

の
仲
間
の
思
い
を
背
に
、

一
丸
と
な
っ
て
要
求
実
現

の
た
め
に
交
渉
し
て
く

る
」と
決
意
表
明
を
行
い
、

建
労
岡
山
か
ら
は
西
原
理

事
長
が
厚
生
労
働
省
保
険

局
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

　

各
政
党
か
ら
の
来
賓
挨

拶
の
終
了
後
、
全
建
総
連

の
小
倉
書
記
長
か
ら
の
基

調
報
告
で
は
、
建
設
国
保

の
持
続
可
能
性
の
確
保
に

向
け
、
ハ
ガ
キ
要
請
や
地

元
国
会
議
員
要
請
の
さ
ら

な
る
必
要
性
を
訴
え
、
ま

た
「
７
月
の
参
院
選
後
の

秋
に
は
臨
時
国
会
も
想
定

さ
れ
る
。
年
末
の
政
府
予

算
案
の
閣
議
決
定
に
向
け

て
、
運
動
を
ま
い
進
し
た

い
」
と
仲
間
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

最
後
に
吉
村
副
委
員
長

に
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク

シ
ョ
ン
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
全
国
の
仲
間
た
ち
と

の
団
結
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
小
田
支
部　

神
田
直
幸
】

　

今
回
の
参
加
で
２
回
目

に
な
り
ま
す
。
前
回
と
同

様
で
悪
天
候
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
建
設
職

人
に
と
っ
て
重
要
な
建
設

国
保
を
充
実
さ
せ
る
上
で

大
変
大
事
な
行
動
で
あ
り
、

全
国
の
仲
間
と
会
え
る
貴

重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

来
賓
の
先
生
方
か
ら
話
を

聞
け
、
要
請
書
を
手
渡
し

さ
れ
て
い
る
様
子
は
確
実

に
要
請
が
届
い
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
仲
間

一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ

い
で
す
が
、
全
国
に
は
心

強
い
仲
間
が
い
る
の
だ
と

実
感
で
き
た
意
義
あ
る
大

会
で
し
た
。
次
回
も
要
請

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
で
す
。

加藤議員に要請を行う久成書記長

地
元
国
会
議
員
へ
要
請

公
費
助
成
の
拡
充
求
め
る
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し
て
広
島
建
労
の
西
濵
青

年
部
長
、原
執
行
委
員
長
、

藤
岡
書
記
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
２
月

よ
り
全
国
青
協
役
員
を
務

め
る
山
根
幹
事
（
建
設
山

口
）
か
ら
は
、
今
回
集
ま

っ
た
仲
間
の
絆
に
期
待
を

込
め
た
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

全
国
青
協
の
小
縣

総
務
に
よ
る
全
体
講

演
で
は
「
担
い
手
３

法
」を
主
題
に
掲
げ
、

就
労
環
境
の
厳
し
さ

か
ら
就
業
者
が
減
少

す
る
建
設
業
を
改
善

に
導
き
持
続
可
能
な

業
界
に
す
る
に
は
現

場
の
担
い
手
確
保
対

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答

で
は
支
部
代
議
員
か
ら

の
質
問
・
要
望
に
執
行

部
が
回
答
。
こ
の
う
ち

井
原
支
部
か
ら
は
「
住

宅
イ
ベ
ン
ト
助
成
金
の

現
状
維
持
に
加
え
、
し

っ
か
り
活
動
し
た
支
部

に
金
一
封
を
贈
り
、
前

向
き
に
青
年
部
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ

れ
、
執
行
部
は
頑
張
り
に

対
し
て
の
金
一
封
は
良
案

だ
と
し
た
上
で
「
新
た
な

予
算
を
設
け
る
こ
と
に
な

り
、
具
体
的
な
活
動
を
示

す
必
要
が
あ
る
。
今
後
幹

事
会
で
も
議
論
し
て
い
き

た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
後
の
採
決
で

は
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
で
な
だ
さ

き
支
部
と
高
梁
支
部
が
幹

事
交
代
。
そ
し
て
林
昂
さ

ん
（
岡
山
）
が
青
年
部
長
、

福
圓
晃
基
さ
ん
（
和
気
）

が
総
務
に
再
任
と
な
り
、

中
野
皓
生
さ
ん
（
都
窪
）

と
片
山
道
信
さ
ん（
井
原
）

が
新
た
に
副
部
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
小
寺
組
織
副

部
長
の
発
声
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
無
事
閉
会

し
、
青
年
部
活
動
の
底
上

げ
と
組
織
拡
大
を
主
眼
と

し
た
令
和
７
年
度
の
青
年

部
が
始
動
し
ま
し
た
。

平
和
と
団
結
を
確
認

広
島
で
地
協
青
年
部
交
流
集
会

提
出
議
案
す
べ
て
承
認

活
動
の
底
上
げ
と
拡
大
運
動
へ

第210章

青協議長の思い
全国の経験組合に活かす

　

本
部
幹
事
と
し
て
10

年
目
の
今
年
、
全
国
青

年
部
協
議
会
の
議
長
を

与
り
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
経
験
を
活
か
し
て

全
国
４
万
人
の
青
年
部

の
ト
ッ
プ
と
し
て
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
組
織
人
員
も

60
万
人
を
割
り
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
【
青
年
部
】６
月
15
日

か
ら
２
日
間
に
か
け
て

中
国
地
協
青
年
部
交
流

集
会
が
広
島
に
て
開
催

さ
れ
、
建
労
岡
山
青
年

部
か
ら
の
４
人
含
む
計

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
挨
拶
で

は
、
地
元
組
合
を
代
表

　

こ
の
ま
ま
指
を
咥
え
て

い
る
だ
け
で
は
、
私
た
ち

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
建

設
国
保
の
崩
壊
に
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。
青
年
部

で
も
組
織
拡
大
に
つ
な
が

る
活
動
が
急
務
で
す
。
と

も
に
活
動
す
る
仲
間
を
増

や
し
、
人
が
人
を
呼
ぶ
組

織
作
り
を
基
本
組
織
と
と

も
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
活
動
、

会
議
、
大
会
に
は
意
味
が

あ
り
、
そ
の
意
味
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

私
た
ち
組
合
員
な
の
で
す
。

　

建
労
岡
山
で
一
丸
と
な

り
組
合
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

私
も
全
国
で
得
た
経
験

を
我
が
組
合
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

第59回
青年部定期大会

　
【
青
年
部
】
６
月
28
日
、

青
年
部
活
動
の
起
点
と
な

る
第
59
回
青
年
部
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
組
合
本
部
に

は
幹
事
、
代
議
員
、
基
本

組
織
役
員
な
ど
計
37
人
が

集
ま
り
、
開
会
冒
頭
に
林

青
年
部
長
が
猛
暑
の
な
か

参
集
し
た
仲
間
に
対
し
て

労
い
の
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
西
原
委
員
長
か

ら
は
「
青
年
部
は
組
合
の

未
来
を
担
う
力
で
あ
り
希

望
で
も
あ
る
。
皆
さ
ん
の

活
動
を
全
力
で
支
え
意
見

が
反
映
さ
れ
る
場
を
広
げ

て
未
来
へ
続
く
組
織
作
り

未来に続く組織を青年部とともに

勇退する中野幹事（なださき）と前大樫部長（高梁）

仲間と新スタジアムを見学

を
基
本
組
織
で
も
進
め
た

い
」
と
力
強
い
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
議
長
の
内
田
凌

太
さ
ん
（
な
だ
さ
き
）
と

杉
田
充
さ
ん
（
苫
田
西
）

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
令

和
６
年
度
の
活
動
経
過
報

告
な
ら
び
に
令
和
７
年
度

活
動
方
針
案
、
令
和
６
年

度
決
算
報
告
及
び
令
和
７

年
度
予
算
案
の
ほ
か
、
今

回
は
役
員
（
幹
事
）
ま
た

は
全
国
青
協
議
長
を
務
め

て
い
る
際
に
青
年
部
上
限

年
齢
の
40
歳
を
超
過
す
る

場
合
は
任
期
満
了
ま
で
在

任
可
能
と
す
る
規
約
改
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
等

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
休

憩
を
挟
ん
で
参
加
者
は
５

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
組

織
拡
大
」
が
テ
ー
マ
の
分

散
会
に
取
り
組
み
、
組
合

の
利
点
を
組
合
員
が
理
解

す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、

互
い
に
意
見
を
交
換
。

　

２
日
目
は
「
建
設
労
働

者
・
職
人
之
碑
」
及
び
原

爆
ド
ー
ム
を
訪
問
し
た
後
、

昨
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス

ウ
イ
ン
グ
広
島
」を
見
学
。

平
和
と
夢
あ
る
未
来
へ
の

願
い
が
込
め
ら
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
も
と
で
、

現
代
に
生
き
る
建
設
職
人

の
使
命
を
仲
間
同
士
で
共

有
で
き
た
貴
重
な
時
間
を

過
ご
し
、
最
後
は
藤
岡
書

記
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
地
協
青
年
部
の
団
結
を

確
認
し
て
集
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

玉掛け技能講習受講者募集
【開 催 日】学科：10月27日㈪

10月28日㈫
実技：10月29日㈬

【開催場所】㈱ＰＣＴ　岡山教習所
　　　　　　（赤磐市桜が丘東３-３-765）
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】免除資格なし 33,000円（税込）

免除資格あり 29,000円（税込）
※テキスト代含む

【定　　員】９人
　　　　　（定員になり次第締め切り）
【申込締切】９月26日㈮
　※詳細については所属支部で確認してください。

木材加工用機械作業主任者
技能講習のお知らせ

【実 施 日】１日目：令和７年９月６日㈯
２日目：令和７年９月７日㈰
※２日間の受講が必要です。

【時　　間】午前９時～午後６時
【実施場所】岡山県建設労働組合本部会館
【定　　員】 30人（定員になり次第締め切り。た

だし申込者が９人以下の場合は中止）
【受 講 料】�11,000円（テキスト代含む） 

（免除資格ありの場合7,000円）
【受講資格】 木材加工用機械についての実務経験が

３年以上かつ21歳以上の者
【締　　切】令和７年８月22日㈮
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。
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（
一
財
）
建
設
業
振
興

基
金
で
は
、
今
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
末
ま
で
の
期

間
に
限
り
、能
力
評
価（
レ

ベ
ル
判
定
）
申
請
手
数
料

を
無
料
と
す
る
特
例
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
能
力

評
価
は
登
録
技
能
者
の
技

術
力
や
経
験
値
を
４
段
階

で
可
視
化
す
る
も
の
で
、

実
力
や
信
頼
性
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

建
築
大
工
職
種
の
能
力

評
価
実
施
団
体
で
あ
る
全

建
総
連
は
、
建
築
大
工
以

外
の
一
部
職
種
も
対
象
に

評
価
申
請
を
行
っ
て
お
り
、

建
労
岡
山
で
も
取
次
窓
口

　
【
技
術
対
策
部
】６
月
12

日
、
13
日
に
群
馬
県
安
中

市
で
「
第
53
回
全
国
職
業

訓
練
生
及
び
講
師
・
実
務

担
当
者
交
流
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
集
会
は
全
国
各
地

域
の
訓
練
校
に
通
う
訓
練

生
及
び
訓
練
校
の
講
師
・

実
務
担
当
者
が
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
10

県
連
・
組
合
15
訓
練
校
か

暑
さ
に
負
け
ず
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
幹
事

世界遺産の建築学ぶ
立場異なる訓練生同士が交流

幹
事
が
市
内
で
清
掃

地
協
間
の
活
性
・
強
化
目
指
す
ー青年部ー

建設キャリアアップシステム

能力評価申請が無料
令和８年３月までの特例措置

ミドリ安全

通販サイトで直接購入
一部商品が組合員価格に

ら
訓
練
生
23
人
、
講
師
・

実
務
担
当
者
30
人
が
参
加
。

建
労
岡
山
か
ら
は
倉
敷
校

の
２
年
生
唐
井
さ
ん
（
倉

敷
支
部
）
と
前
原
校
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
全
訓
練
校

の
訓
練
生
の
代
表
者
が

「
な
ぜ
建
築
の
職
業
に
就

い
た
の
か
」
等
に
つ
い
て

発
表
す
る
ミ
ニ
弁
論
大
会

が
行
わ
れ
、
倉
敷
校
の
唐

井
さ
ん
は
「
小
学
校
の
図

工
の
授
業
で
木
を
使

っ
た
物
づ
く
り
の
楽

し
さ
に
気
付
い
た
。

そ
の
後
、
家
の
近
く

の
新
築
工
事
現
場
の

中
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
に
、
作
業

し
て
い
る
大
工
さ
ん

の
姿
に
感
動
し
大
工

に
な
ろ
う
と
決
心
し

た
」
と
大
工
の
仕
事

に
就
い
た
想
い
を
落

ち
着
い
た
口
調
で
立
派
に

発
表
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
平
成
24
年
に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

富
岡
製
糸
場
を
訪
問
。
日

本
の
近
代
化
だ
け
で
な
く
、

絹
産
業
の
技
術
革
新
に
も

大
き
く
貢
献
し
た
和
洋
技

術
が
混
在
し
た
工
場
建
築

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
唐
井
さ
ん
は

「
全
国
の
年
齢
や
立
場
の

異
な
る
訓
練
生
と
会
話
し
、

自
分
と
は
異
な
る
環
境
で

仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も

良
い
経
験
と
な
っ
た
」
と

交
流
集
会
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

全国の訓練生と富岡製糸場の前で

９月支部集団健診日程
支　部 日　程 健診会場

児　島
９月13日（土） 児島産業振興

センター９月28日（日）
津　山 ９月29日（日） 津山文化センター

日曜健診（健診未受診者対象・完全予約制）
健診日程 開催場所（所在地）

11月２日（日） コンベックス岡山
（岡山市北区大内田675）

11月16日（日） 百花プラザ
（岡山市東区西大寺南1-2-3）

11月23日（日） 倉敷商工会議所
（倉敷市白楽町249-5）

11月30日（日） 津山市勤労者福祉センター
（津山市勝部20-7）

12月７日（日） 灘崎文化センター
（岡山市南区片岡186）

　完全予約制で実施します。
　詳細は、所属支部より配布される集団健診・日曜健診の案内
で確認の上、申込みください。
　健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守の上、来
場いただくとともに、体調不良時は受診を控えていただくよう
お願いします。
　また、今後地域の実情に合わせた対策をとらせていただくこ
とがあります。ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。
　日帰り人間ドック・レディース健診等を希望される方につ
いては、所属支部へ相談、申込みをしてください。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。年に１回、必ず受
診してください。

と
し
て
評
価
申
請
書
類
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今

回
の
特
例
措
置
期
間
中
に

お
い
て
は
、
能
力
評
価
申

請
に
必
要
な
も
の
の
う
ち

申
請
手
数
料
の
支
払
い
と

「
能
力
判
定
手
数
料
の
写

し
等
」
の
提
出
は
不
要
で

す
が
、
そ
の
他
の
書
類
は

通
常
通
り
揃
え
て
所
属
支

部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
す
る
際
に
は
、

事
前
に
職
種
別
の
能
力
評

価
基
準
と
自
身
の
保
有
す

る
資
格
や
経
験
を
よ
く
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

申
請
手
続
き
に
関
す
る

詳
細
は
、
全
建
総
連
及
び

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

⃝
�

組
合
経
由
で
能
力
評
価

申
請
対
象
と
な
る
方

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
能
者
登
録

（
詳
細
型
）
が
完
了
済
み

で
能
力
評
価
レ
ベ
ル
２
～

４
に
申
請
す
る
方

⃝
�

申
請
受
付
期
間

　

令
和
７
年
８
月
１
日
～

　

令
和
８
年
３
月
20
日

（
組
合
本
部
必
着
）

全建総連
能力評価
専用ページ

▶

国土交通省
ホームページ

▶

　
【
青
年
部
】
７
月
７
日
、

本
部
新
幹
事
12
人
と
書
記

２
人
が
「
中
国
地
協
統
一

行
動
」へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
中
国
地

協
青
年
部
の
活
性
化
と
連

携
強
化
に
つ
な
げ
る
新
統

一
行
事
と
し
て
今
年
度
か

ら
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

今
年
は
各
県
連
・
組
合
青

年
部
が
そ
れ
ぞ
れ
で
清
掃

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
１
回

目
の
幹
事
会
も
開
催
さ
れ
、

幹
事
会
終
了
後
の
午
後
３

時
、
新
幹
事
は
新
し
い
統

一
シ
ャ
ツ
を
身
に
纏
い
、

清
掃
道
具
を
携
え
て
本
部

会
館
を
出
発
。
気
温
が
36

度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

噴
き
出
す
汗
を
拭
い
な
が

ら
約
１
時
間
半
を
か
け
て

岡
山
駅
前
か
ら
市
役
所
筋
、

柳
町
、
西
川
を
巡
回
し
、

沿
道
に
捨
て
ら
れ
た
タ
バ

コ
や
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。
道
中
は

組
合
旗
も
掲
げ
て
市
民
に

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
偶
然
出

会
っ
た
山
下
貴
司
衆
議
院

議
員
に
も
激
励
を
受
け
る

場
面
も
。
今
年
度
の
実
績

を
も
と
に
、
将
来
的
に
は

地
協
青
年
部
が
一
堂
に
会

し
て
取
り
組
む
行
事
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】保

険
セ
ン
タ
ー
解
散
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
支
部
窓
口
に
て

注
文
・
支
払
い
し
て
い
た

物
品
販
売（
ミ
ド
リ
安
全
）

の
注
文
方
法
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
は
「
ミ
ド
リ
安
全

ド
ッ
ト
コ
ム
」
と
い
う
通

販
サ
イ
ト
か
ら
組
合
員
自

身
で
直
接
注
文
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

発
送
、
支
払
い
も
同
様
に

直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
注
文
は
、
建
労
岡

山
の
組
合
員
用
の
Ｉ
Ｄ
で

ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
で
一

部
商
品
が
組
合
員
価
格
で

購
入
で
き
ま
す
。
組
合
員

価
格
商
品
は
ミ
ド
リ
安
全

に
見
積
り
を
行
え
ば
新
た

に
追
加
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
見
積
り
希
望
の
商

品
が
あ
れ
ば
支
部
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

登
録
反
映
に
は
時
間
が
か

か
る
旨
を
了
承
く
だ
さ
い
。

ミドリ安全
通販サイト
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ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奮
闘
し
て

い
る
の
は
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
保
護
者

た
ち
も
ま
た
彼
ら
の
サ

ポ
ー
ト
と
応
援
に
日
々

全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
戦
士
で
す
。
髙
須
さ

ん
も
戦
士
の
１
人
と
し

て
、
奥
さ
ん
と
と
も
に

ほ
ぼ
毎
週
日
曜
は
応
援

に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

試
合
に
は
支
部
の
仲

間
も
応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
こ
と
も
。「
親

と
し
て
子
ど
も
の
成
長

が
見
ら
れ
る
貴
重
な
場

で
あ
り
、
こ
う
し
た
経

験
を
さ
せ
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
に
は
感
謝
で

す
。
野
球
に
限
ら
ず
、

何
事
に
も
真
剣
に
取
り

組
め
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
で
き
れ

ば
甲
子
園
で
応
援
し
た

い
な
」
と
、
自
分
が
果

た
せ
な
か
っ
た
夢
を
託

し
つ
つ
子
ど
も
た
ち
へ

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

行
っ
て
い
ま
す
。
使
う
道

具
は
全
て
代
表
の
人
の
手

作
り
。
皆
さ
ん
毎
回
楽
し

み
に
し
て
、
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

　

他
に
も
市
か
ら
の
指
導

で
出
前
講
座
な
ど
も
行
い
、

認
知
症
予
防
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

月
一
回
は
み
ん
な
で
食

事
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

先
日
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

お
願
い
し
て
、
沖
縄
の
ソ

ー
キ
そ
ば
、タ
コ
ラ
イ
ス
、

サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な

322

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

親も必死の少年野球
成長見られる貴重な経験
倉敷支部�髙須　涼さん（大工・36歳）

　

真
っ
赤
に
日
焼
け
し
た

両
腕
を
見
せ
「
こ
ん
な
に

な
り
ま
し
た
け
ど
本
当
に

楽
し
い
」
と
満
面
の
笑
み

で
話
す
の
は
、
支
部
で
財

政
部
長
を
務
め
る
髙
須
さ

ん
。
日
焼
け
は
息
子
さ
ん

が
所
属
す
る
少
年
野
球
チ

ー
ム
が
、
小
学
生
の
甲
子

園
と
も
呼
ば
れ
る
「
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
」
の
県
予
選
決
勝
に
進

出
し
、
炎
天
下
で
の
必
死

の
応
援
に
よ
る
も
の
で
す
。

髙
須
さ
ん
自
身
、
高
校
時

代
に
は
硬
式
野
球
を
し
て

い
て
甲
子
園
も
目
指
し
て

い
た
ほ
ど
の
野
球
少
年
だ

っ
た
過
去
を
持
ち
、
そ
の

影
響
か
ら
２
人
の
息
子
さ

ん
も
揃
っ
て
野
球
を
始
め

真庭支部
𠮷原　道代

　

私
た
ち
の
地
区
で
活
動

し
て
い
る
「
夢
サ
ロ
ン
憩

の
館
」
で
は
毎
週
水
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
11
時
半

ま
で
の
間
、
65
歳
か
ら
92

歳
ま
で
の
男
女
16
人
の
メ

ン
バ
ー
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

毎
回
役
員
の
人
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
立
て

て
く
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
輪
投
げ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

モ
ル
ッ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど
、

ど
ん
な
人
で
も
気
軽
に
プ

レ
ー
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を

ど
の
食
事
会
を
行
い
ま
し

た
。
珍
し
い
土
地
の
食
事

と
会
話
に
夢
中
に
な
り
、

時
間
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

輪投げ対決の様子

　

こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ

ー
全
員
、
元
気
で
仲
良

く
、
サ
ロ
ン
活
動
が
続

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

夫婦で甲子園まで応援に行くよ

　
【
な
だ
さ
き
支
部
】６
月

22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、

支
部
の
研
修
旅
行
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
早
朝
に
集

合
し
、
バ
ス
に
乗
り
込
み

大
阪
へ
向
か
う
と
期
待
感

が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

初
日
の
目
的
地
は
、
大
阪

関
西
万
博
。
会
場
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
外
国
か

ら
訪
れ
た
観
光
客
の
姿
が

目
立
ち
、
万
博
の
国
際
的

な
雰
囲
気
を
感
じ

ま
し
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、

木
製
リ
ン
グ
の
大

き
さ
で
す
。
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、

構
造
材
の
規
模
に

驚
き
ま
し
た
。
建

て
る
の
が
ど
れ
ほ

ど
大
変
な
作
業
で

あ
っ
た
か
、
想
像

す
る
だ
け
で
力
が

入
り
ま
す
。
人
混
み
と
暑

さ
で
少
し
疲
れ
た
も
の
の
、

日
陰
で
の
休
憩
で
体
力
を

回
復
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル

に
戻
り
、
仲
間
た
ち
と
の

楽
し
い
宴
会
で
一
日
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
少
し
不
安
な

天
気
の
中
、
菊
正
宗
酒
造

を
見
学
し
ま
し
た
。
お
酒

作
り
の
歴
史
や
工
程
を
学

び
、
で
き
た
て
の
酒
を
試

学びを得た大阪万博
仲間と過ごした大切なひととき

酒造見学で歴史を学びました

ミャクミャクをパシャリ！

支部だより

飲
す
る
ひ
と
と
き
は
格
別

で
し
た
。
ラ
ン
チ
は
神
戸

の
ス
テ
ー
キ
ラ
ン
ド
で
、

目
の
前
で
焼
い
て
く
れ
る

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ス
テ
ー
キ

に
舌
鼓
を
打
ち
、
大
満
足

で
し
た
。
最
後
は
神
戸
明

太
パ
ー
ク
で
お
土
産
を
買

い
、
岡
山
へ
と
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
旅
行
は

知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な

く
、
仲
間
と
過
ご
す
時
間

も
大
切
な
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
、
日
々
の
仕

事
へ
の
活
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

週
１
回
の
楽
し
み

い
つ
ま
で
も
元
気
に
サ
ロ
ン
活
動

〈
県　

内
〉

１
日　

労
組
会
計
監
査

６
日　

　

�

住
宅
対
策
部
担
当
者

会
議

22
日　

　

�

社
保
対
部
担
当
者
会

議
29
日　

国
保
理
事
会

〈
県　

外
〉

18
日
～
19
日　

　

全
建
総
連
税
金
部
会

20
日　

　

�

建
設
技
能
者
を
支
援

す
る
議
員
連
盟
総
会

技能講習受講者募集
【募集職種】建築大工
【実 施 日】第１回（製図）：９月７日、第２回（実技）：10月５日

第３回（実技）：10月26日、第４回（実技）：11月16日
第５回（模擬検定）：11月30日
第６回（模擬検定）：12月14日
※実施時間は午前９時から午後５時まで。
※実施日は変更する場合があります。

【受 講 料】�30,000円６回分（欠席した場合返金できません）
（組合員外は60,000円）

【実施場所】建労岡山支部内
岡山市北区東古松１-14-１

【定　　員】６人
※希望者が少人数の場合、実施できない場合があります。

【申込締切】令和７年８月29日㈮
　※その他詳細は所属支部まで問い合わせてください。

本
部
は
13
日
～
15
日
を

夏
季
休
暇
と
し
ま
す
。

組合会推薦候補者の集会への参加等の
協力に感謝します。
ありがとうございました。
第27回 参議院議員選挙


